
3新狭山ハイツの主な担い手と支出

15年度支出予算（万円）
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2，116（※1除く）

管理組合

計画修繕費

一般管理費

管理組合運営費

中期修繕委員会

13，108（※2除く）

合　　　計

※1子ども会育成会へ5万円、あおやぎ文庫へ17万円、寿会へ11万円、

わくわく自然園を守り育てる会へ10万円を助成。計43万円

※2緑化推進本部へ団地の植栽管理を636万円で委託

写真7　狭山市の生ごみ拠点モデル事業を受け入れ、団地ぐ
るみで生ごみを堆肥化、年間約3トンの生ごみ堆肥（野肥
太くん）を生成する「生ごみ処理機」（団地内に2機設置）
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写真8　団地からでる勢定枝や間伐材を活かして炭焼き（伏
せ焼き方式）および木酢液の生成（楽農クラブの一画）

家とまちなみ49　　　2004．3

公園化（仲よし広場）」（10年後、土地を地主

に返還、現在駐車場）をしたり、有志で100

坪の農地を借りて共同農場「楽農クラブ」と

して整備し、炭焼き・ジャガイモやサツマイ

モ掘りなどの体験の場と活用してきています

（写真8、9）。

また、遊休農地を日曜菜園として利用して

いる世帯が70世帯ぐらいあります。今、隣接

の山林（約600坪）が借りられる状況なった

ことから、身近な自然とのふれあいの場づく

りを検討し始めているところです。

磯誠漱鐘駄㌻‘　短肛鮫餌雛浩予＋輩出振絞器

足りない資金は外部から

ハイツのコミュニティ・マネジメントの主

なカネ資源は、自治会費と管理組合費です。

コミュニティ活動には自治会費だけで年間約

690万円、その他の担い手分も含めれば年間

約2，100万円余り（1世帯当たり約27，500円）

が使われ、共有財産の保全には年間約13，100

万円（1世帯当たり約17万円、ただし計画修

繕費は年度によって大きく変動）が使われて

います（表3）。

当然のことながら、これら資金の使途につ

いては、自治会や管理組合の総会などの場で

話し合われます。特に、管理組合費について

は、負担額も大きなことから『長期修繕計画』

を中期修繕委員会でローリングしながら計画

的な支出が行われています。

新たなプロジェクトを推進するときは、住

民負担をできるだけ軽減するため、県や市の

公的補助、財団などの民間助成を積極的に活

用してきました。事業によっては、バザー収

入や寄付金も活用してきています。こうした

資金の総額は30年で2，700万円余りにもな

ります。なお、こうした外部資金の導入が、

企画力や計画力を育んできたといっても過言

ではありません。

写真9　楽農クラブの共同農場でジャガイモの収穫を楽しむ
子どもたち


